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自
民
、
公
明
両
党
は
12
月

12
日
、
令
和
2
年
度
の
税
制

改
正
大
綱
を
決
定
し
た
。
焦

点
だ
っ
た
ゴ
ル
フ
場
利
用
税

の
非
課
税
年
齢
拡
大
は
見
送

り
、
電
力
法
人
課
税
（
都
道

府
県
税
）
は
方
式
の
一
部
見

直
し
を
実
施
、
減
収
と
な
る

地
方
に
は
代
替
税
源
確
保
と

40
億
〜
50
億
円
の
地
方
交
付

税
等
で
穴
埋
め
す
る
。

強
い
減
収
攻
勢
に
さ
ら
さ

れ
た
地
方
に
と
っ
て
不
満
は

残
る
も
の
の
、
最
終
的
に
は

補
て
ん
を
引
き
出
し
、
何
と

か
押
し
返
し
た
形
だ
。

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
は
税
収

（
平
成
29
年
度
4
4
7
億
円
）

の
約
7
割（
同
3
1
5
億
円
）

が
所
在
市
町
村
に
交
付
さ
れ

る
。文

部
科
学
省
、
関
連
業
界

が
ゴ
ル
フ
振
興
を
目
的
に
挙

げ
て
非
課
税
年
齢
を
「
70
歳

以
上
、
18
歳
未
満
」か
ら「
65

歳
以
上
、
30
歳
未
満
」
に
広

げ
る
よ
う
要
望
、
こ
れ
に
対

し
総
務
省
や
地
方
側
は
「
ほ

と
ん
ど
の
利
用
者
は
支
払
わ

な
く
て
済
む
」
と
猛
反
発
し
、

現
行
制
度
を
堅
持
す
る
よ
う

強
く
求
め
て
い
た
。

業
界
側
の
要
望
は
強
か
っ

た
が
、
両
党
税
制
調
査
会
内

に
は
、
年
齢
拡
大
に
よ
る
ゴ

ル
フ
振
興
効
果
を
疑
問
視
し

た
り
地
方
財
政
へ
の
影
響
を

懸
念
し
た
り
す
る
声
が
根
強

く
、
現
行
制
度
維
持
を
求
め

る
声
が
大
勢
を
占
め
た
。

電
力
会
社
に
対
す
る
法
人

事
業
税（
同
1
4
3
7
億
円
）

の
課
税
方
式
見
直
し
で
は
、

経
済
産
業
省
、
電
力
業
界
が

電
力
自
由
化
の
進
展
を
背
景

に
、
現
行
の
収
入
金
額
課
税

（
現
行
・
収
入
割
税
率
1
・

3
％
�
特
別
法
人
事
業
税
分

を
含
む
）
か
ら
税
負
担
が
軽

く
な
る
所
得
課
税
へ
の
変
更

を
要
望
。

本
会
は
①
自
由
化
に
伴
う

競
争
環
境
は
不
十
分
②
原
発

を
は
じ
め
大
規
模
発
電
施
設

は
多
大
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
て
い
る
―
な
ど
と
し
て

反
発
し
て
い
た
。

両
党
の
税
制
調
査
会
は
新

電
力
の
市
場
シ
ェ
ア
を
参
考

に
自
由
化
の
進
展
具
合
を
判

断
し
、
発
電
・
小
売
り
事
業

の
約
2
割
に
つ
い
て
の
み
課

税
方
式
を
見
直
す
こ
と
を
決

定
。
資
本
金
1
億
円
超
の
電

力
会
社
に
つ
い
て
は
収
入
割

税
率
を
1
・
05
％
に
下
げ
る

一
方
、
付
加
価
値
割
0
・
37

％
、
資
本
割
0
・
15
％
を
新

た
に
課
す
こ
と
に
し
た
。
資

本
金
1
億
円
以
下
の
電
力
会

社
に
は
、
同
じ
く
収
入
割
1

・
05
％
の
ほ
か
、
新
た
に
所

得
割
1
・
85
％
を
課
す
。

こ
の
見
直
し
に
伴
う
都
道

府
県
の
直
接
的
な
減
収
額
は

約
1
8
0
億
円
に
達
す
る
が
、

総
務
省
は
軽
油
引
取
税
、
固

定
資
産
税
の
見
直
し
で
代
替

税
源
1
3
0
億
〜
1
4
0
億

円
を
確
保
し
、
残
り
40
億
〜

50
億
円
は
地
方
交
付
税
等
で

措
置
す
る
方
針
。
併
せ
て
市

町
村
へ
の
法
人
事
業
税
交
付

金
に
影
響
が
及
ば
な
い
よ
う

特
別
法
人
事
業
税
の
税
率

（
現
行
・
収
入
割
額
の
30
％
）

を
40
％
に
引
き
上
げ
る
。

費
用
を
料
金
転
嫁
で
き
る

総
括
原
価
方
式
を
採
用
し
て

い
る
送
配
電
事
業
は
、
業
界

側
が
途
中
か
ら
要
望
を
前
面

に
強
く
出
さ
な
い
よ
う
に
な

り
、
課
税
方
式
見
直
し
は
見

送
ら
れ
た
。

令
和
2
年
度
の
地
方
財
政

対
策
が
12
月
18
日
の
閣
僚
折

衝
で
決
着
し
た
。
地
方
交
付

税
総
額
は
16
兆
6
0
0
0
億

円
（
前
年
度
比
4
0
0
0
億

円
増
）
で
2
年
連
続
の
増
加

と
な
っ
た
。
地
方
税
な
ど
を

合
わ
せ
た
一
般
財
源
総
額
は

過
去
最
高
の
63
兆
4
0
0
0

億
円（
同
7
0
0
0
億
円
増
）。

地地
方方
交交
付付
税税

22
年年
連連
続続
増増

地地
方方
押押
しし
返返
しし

来来
年年
度度
地地
財財
対対
策策

ゴゴ
ルル
フフ
場場
利利
用用
税税
はは
堅堅
持持

電電
力力
減減
収収
もも
穴穴
埋埋
めめ

来年度税制
改 正 大 綱

自自
民民
党党
総総
務務
部部
会会
でで
要要
望望

地
方
六
団
体
代
表
は
12
月

12
日
、
自
民
党
総
務
部
会
関

連
・
消
防
議
員
連
盟
合
同
会

議
で
令
和
2
年
度
予
算
・
地

方
財
政
対
策
等
に
つ
い
て
要

望
し
た
。
本
会
か
ら
渡
辺
進

二
郎
副
会
長
（
調
布
市
）
と

田
中
金
利
基
地
協
議
会
会
長

職
務
代
理
（
加
賀
市
）
が
出

席
し
た
。

お
知
ら
せ

1
月
5
日
付
第
2
1
0

7
号
は
、
2
1
0
8
号
と

の
合
併
号
と
し
、
1
月
15

日
付
2
1
0
7
・
8
号
と

し
て
発
行
し
ま
す
。

12月25日
毎月3回5の日に発行
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授乳室に使われた応接室

石井功議長
（狛江市）

今
年
10
月
12
日
、
台
風
19

号
に
よ
る
大
雨
被
害
に
見
舞

わ
れ
た
東
京
都
狛
江
市
は
市

議
会
議
場
を
自
主
避
難
所
と

し
て
市
民
に
開
放
し
た
（
旬

報
11
月
5
日
号
既
報
）
。
総

務
省
に
よ
る
と
、
自
治
体
で

議
場
を
避
難
所
と
し
て
活
用

し
た
例
は
な
い
と
い
う
。
狛

江
市
議
会
の
決
断
の
背
景
に

あ
る
の
は
「
年
間
を
通
し
て

使
用
頻
度
が
決
し
て
高
く
な

い
議
会
の
議
場
を
市
民
の
た

め
に
有
効
活
用
し
た
い
」（
石

井
功
議
長
）
と
の
思
い
だ
。

市
議
会
事
務
局
に
よ
る
と

議
場
開
放
の
基
本
方
針
は
前

日
11
日
に
決
ま
っ
た
。
既
に

台
風
の
進
路
予
想
か
ら
大
変

な
悪
天
候
が
確
実
視
さ
れ
て

お
り
、
市
は
同
日
に
臨
時
庁

議
を
開
催
。
他
の
避
難
所
が

満
杯
状
態
に
な
っ
た
場
合
の

対
応
策
と
し
て
市
庁
舎
を
自

主
避
難
所
と
し
て
開
放
す
る

案
を
協
議
し
、
行
政
側
か
ら

議
場
の
あ
る
3
階
フ
ロ
ア
の

廊
下
を
開
放
す
る
案
が
示
さ

れ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
議
会
側
が

「
通
路
だ
け
で
は
ス
ペ
ー
ス

が
限
ら
れ
る
。
議
場
も
一
緒

に
開
放
す
る
の
は
ど
う
か
」

（
小
川
啓
二
議
会
事
務
局
長
）

と
〝
拡
大
提
案
〞
。
小
川
事

務
局
長
が
持
ち
帰
っ
た
こ
の

案
に
石
井
議
長
が
即
座
に
了

解
を
出
し
、
市
の
対
応
方
針

と
し
て
開
放
準
備
を
進
め
る

こ
と
が
決
ま
っ
た
。

そ
し
て
当
日
。
早
朝
か
ら

風
雨
が
ひ
ど
く
な
り
市
は
防

災
無
線
な
ど
で
避
難
呼
び
掛

け
を
続
け
た
。
市
民
は
市
庁

舎
隣
接
の
中
央
公
民
館
に
設

け
ら
れ
た
自
主
避
難
所
に
続

々
避
難
し
て
き
た
が
、
同
公

民
館
は
次
第
に
人
で
あ
ふ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
当
初
、
夕

方
の
議
場
開
放
の
見
込
み
を

立
て
て
い
た
議
会
事
務
局
は
、

急
き
ょ
前
倒
し
し
て
午
後
2

時
半
に
議
場
を
開
け
、
市
民

の
受
け
入
れ
を
始
め
た
。

し
か
し
、
避
難
し
て
来
る

市
民
の
多
さ
か
ら
議
場
以
外

に
2
つ
の
委
員
会
室
も
開
放

し
、
そ
れ
で
も
ス
ペ
ー
ス
が

足
ら
な
く
な
り
、
市
庁
舎
で

最
も
大
き
な
会
議
室
の
4
階

特
別
会
議
室
、
さ
ら
に
は
2

階
ロ
ビ
ー
に
と
避
難
所
を
広

げ
て
い
っ
た
。

結
局
、
市
庁
舎
に
は
議
場

を
含
め
る
と
最
大
4
6
3
人

が
避
難
。
幼
児
連
れ
や
お
年

寄
り
も
目
立
ち
、
中
に
は
居

住
地
が
市
外
な
が
ら
避
難
し

て
き
た
人
も
い
た
。
市
全
体

の
避
難
者
3
9
6
6
人
の
う

ち
11
・
7
％
が
市
庁
舎
に
集

ま
っ
た
計
算
だ
。

避
難
し
て
き
た
市
民
は
自

宅
周
辺
の
被
害
状
況
を
確
認

す
る
な
ど
し
て
深
夜
か
ら
未

明
に
か
け
徐
々
に
帰
宅
し
て

い
っ
た
が
、
最
後
の
人
が
市

庁
舎
を
後
に
し
た
の
は
翌
13

日
午
前
8
時
20
分
、
自
主
避

難
所
と
し
て
の
開
設
時
間
は

約
18
時
間
に
及
ん
だ
。

こ
の
間
、
石
井
議
長
、
西

村
あ
つ
子
副
議
長
を
は
じ
め

計
7
人
の
議
員
が
応
援
に
駆

け
付
け
、
議
長
、
副
議
長
は

徹
夜
で
対
応
し
た
。

利利
点点
はは
カカ
ーー
ペペ
ッッ
トト

石
井
議
長
、
小
川
事
務
局

長
が
市
民
受
け
入
れ
を
振
り

返
っ
て
話
す
の
は
「
議
場
に

カ
ー
ペ
ッ
ト
が
あ
る
利
点
」

だ
。体

育
館
の
床
な
ど
と
違
い
、

身
体
を
さ
ほ
ど
冷
や
す
こ
と

が
な
く
、
心
的
な
ス
ト
レ
ス

も
多
少
は
軽
減
さ
れ
る
。「
横

に
な
る
と
き
も
負
担
が
少
な

い
。
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
あ
る
場

所
は
避
難
所
と
し
て
か
な
り

適
し
た
場
所
だ
」
（
石
井
議

長
）
。

議
会
フ
ロ
ア
に
あ
る
応
接

室
が
内
装
面
で
比
較
的
ゆ
っ

た
り
感
が
あ
る
の
も
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
だ
っ
た
。
表
扉
に

鍵
を
か
け
、
人
の
出
入
り
に

一
定
の
制
限
を
加
え
る
こ
と

で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
持
し
、

授
乳
室
と
し
て
活
用
、
10
人

弱
の
母
親
が
同
室
を
使
っ
た
。

石
井
議
長
は
こ
う
し
て
取

っ
た
一
連
の
対
応
策
に
つ
い

て
11
月
の
会
派
代
表
者
会
議

で
報
告
、
活
動
状
況
を
議
員

で
共
有
し
た
。

も
と
も
と
、
議
場
を
避
難

所
と
し
て
活
用
す
る
案
が
生

ま
れ
た
の
は
「
議
場
が
使
わ

れ
る
の
は
年
4
回
の
定
例
会

を
中
心
に
年
間
30
日
程
度
。

市
民
に
も
っ
と
有
効
に
使
っ

て
も
ら
え
る
策
が
あ
る
は
ず

だ
」
（
小
川
事
務
局
長
）
と

の
問
題
意
識
か
ら
だ
。

実
際
、
昨
年
11
月
に
議
場

コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
、
今
秋

に
は
地
元
都
立
狛
江
高
校
の

筝
曲
部
が
演
奏
会
を
開
い
た
。

3
度
目
と
な
る
議
場
コ
ン
サ

ー
ト
も
年
末
に
実
施
予
定
だ
。

ま
た
、
今
年
11
月
か
ら
は
議

会
図
書
室
を
一
般
開
放
、
市

民
に
有
効
活
用
を
働
き
掛
け

て
い
る
。

議
場
コ
ン
サ
ー
ト
、
図
書

室
開
放
と
も
既
に
取
り
組
ん

で
い
る
自
治
体
が
あ
る
が
、

避
難
所
と
し
て
の
活
用
例
は

こ
れ
ま
で
見
ら
れ
な
い
積
極

的
な
施
策
だ
。

市
議
会
が
ひ
ね
り
出
し
た

こ
の
自
然
災
害
時
の
議
場
活

用
策
、
住
民
が
議
場
に
避
難

し
て
い
る
様
子
が
テ
レ
ビ
や

新
聞
な
ど
で
報
道
さ
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
遠
方
の
自
治
体

か
ら
問
い
合
わ
せ
を
受
け
る

な
ど
反
響
を
呼
ん
だ
。

市
議
会
は
議
会
報
「
こ
ま

え
市
議
会
だ
よ
り
」
（
11
月

15
日
号
）
の
一
面
に
議
場
が

避
難
所
と
し
て
使
わ
れ
た
写

真
を
掲
載
、
今
回
の
緊
急
時

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
情
報

発
信
に
も
努
め
て
い
る
。

石石
井井
議議
長長
のの
話話

議
場
は
議
員
が
議
会
活
動

を
行
う
ベ
ー
ス
と
な
る
場
で

あ
る
一
方
で
、
議
場
を
公
の

施
設
と
し
て
と
ら
え
た
場
合
、

快
適
な
環
境
で
広
い
ス
ペ
ー

ス
を
有
し
、
市
民
皆
様
の
貴

重
な
財
産
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。我

々
議
員
は
こ
の
貴
重
な

ス
ペ
ー
ス
の
活
用
に
つ
い
て

積
極
的
に
進
め
て
い
く
こ
と

は
時
代
の
ニ
ー
ズ
で
あ
る
と

強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

避
難
所
、
コ
ン
サ
ー
ト
の

場
所
と
し
て
の
活
用
に
と
ど

ま
ら
ず
、
今
後
も
市
民
の
た

め
に
何
が
で
き
る
の
か
、
柔

軟
な
発
想
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

可
能
性
を
追
求
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

愛
知
県
高
浜
市
は
、
議
場

を
「
多
目
的
ホ
ー
ル
」
と
し

て
市
民
に
開
放
・
貸
し
出
し

て
い
る
。
机
・
椅
子
は
可
動

式
で
、
議
会
開
会
中
、
議
場

は
本
会
議
の
ほ
か
、
委
員
会

に
も
使
用
。
本
会
議
で
は
向

き
合
う
議
員
と
執
行
部
の
間

の
壁
際
に
議
長
席
を
配
置
す

る
。
議
会
閉
会
中
は
職
員
が

会
議
室
と
し
て
も
使
い
、
議

場
利
用
率
は
上
が
っ
て
い
る
。

平
成
29
年
1
月
に
建
て
替

え
・
供
用
開
始
し
た
市
庁
舎

は
、
初
期
投
資
を
抑
え
る
た

め
、
20
年
リ
ー
ス
の
借
り
上

げ
。
議
場
は
、
多
目
的
な
利

用
が
で
き
る
よ
う
フ
ラ
ッ
ト

な
構
造
と
し
、
議
会
の
理
解

を
得
て
同
年
2
月
か
ら
貸
し

出
し
を
始
め
た
。

要
綱
に
基
づ
き
、
市
民
の

ま
ち
づ
く
り
活
動
で
公
益
上

必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に

利
用
許
可
す
る
。
利
用
料
は

1
時
間
当
た
り
1
5
0
0
円
。

こ
れ
ま
で
市
民
へ
の
議
場
貸

し
出
し
の
実
績
は
2
件
で
、

30
年
1
月
の
高
浜
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
総
会
と
、
令
和
元

年
11
月
の
「
た
か
は
ま
夢
・

未
来
塾
」
デ
ィ
ベ
ー
ト
ク
ラ

ブ
の
大
会
。

庁
舎
管
理
担
当
の
市
総
務

部
行
政
グ
ル
ー
プ
は
「
市
役

所
の
周
り
に
は
町
内
会
が
管

理
す
る
会
議
室
の
貸
し
出
し

も
あ
り
、
そ
う
い
う
関
係
か

ら
議
場
を
完
全
に
一
般
開
放

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

利
用
状
況
や
市
民
か
ら
の
要

望
も
踏
ま
え
た
上
で
検
討
し

て
い
く
」
と
話
し
て
い
る
。

北北
川川
議議
長長
のの
話話

本
市
の
議
場
は
、
多
目
的

に
利
用
で
き
る
よ
う
フ
ラ
ッ

ト
な
構
造
と
な
っ
て
お
り
、

本
市
議
会
に
は
、
委
員
会
室

や
会
派
室
は
な
く
、
議
員
控

室
も
必
要
最
低
限
の
も
の
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら

は
、
執
行
部
か
ら
の
お
願
い

で
は
な
く
、
議
会
占
有
区
域

を
コ
ン
パ
ク
ト
な
も
の
と
す

る
た
め
に
、
議
会
自
ら
提
案

し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
公
共
施
設
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
議
会
も
考

え
、
実
践
し
て
い
ま
す
。

◇

◇

◇

高
浜
市
は
、
愛
知
県
の
ほ

ぼ
中
央
、
三
河
平
野
の
南
西

部
に
位
置
す
る
。
全
国
の
屋

根
瓦
の
約
7
割
を
占
め
る
三

州
瓦
の
製
造
の
ほ
か
、
自
動

車
部
品
や
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

な
ど
の
輸
送
機
器
関
連
産
業

が
盛
ん
。

議
場
を
市
民
に
開
放
す
る
市
議
会
が
現
れ
て
い
る
。
自
然
災
害
の
緊
急
時
に
住
民
の
自

主
避
難
所
と
し
て
開
放
し
た
の
が
東
京
都
狛
江
市
（
人
口
約
8
万
人
、
議
員
定
数
22
）
。

愛
知
県
高
浜
市
（
同
約
4
万
9
0
0
0
人
、
同
16
）
は
多
目
的
ホ
ー
ル
と
し
て
貸
し
出
し

を
始
め
て
い
る
。
両
市
と
も
「
議
会
は
市
民
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
」
と
い
う
問
題
意

識
が
出
発
点
と
な
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

議場。12月定例会本会議
左側が議員、右側が執行部（写真・高浜市）

北川広人議長
（高浜市）

自主避難所に使われた議場【写真・狛江市】

台風19号

自自
主主
避避
難難
所所
開開
設設

「「
有有
効効
活活
用用
しし
たた
いい
」」
狛狛
江江
市市
議議
会会

議議場場をを市市民民にに
東東京京都都狛狛江江市市

議場開放を伝えた狛江市議会報

愛愛知知県県高高浜浜市市

多多
目目
的的
ホホ
ーー
ルル
貸貸
しし
出出
しし

市民に貸し出しディベート大会（同）

議場。12月定例会総務建設委員会（同）

机机
椅椅
子子
はは
可可
動動
式式

高高
浜浜
市市
議議
会会
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▼
議
長

▽
佐
賀
川
原
田
裕
明（
10
・
29
）

▽
む
つ

大
瀧
次
男（
10
・
30
）

▽
東
近
江
西
﨑

彰（
10
・
31
）

▽
村
山

大
山
正
弘（
11
・
1
）

▽
草
加
佐
々
木
洋
一（
11
・
1
）

▽
志
摩
濵
口
三
代
和（
11
・
1
）

▽
湖
南
加
藤
貞
一
郎（
11
・
5
）

▽
南
国

土
居
恒
夫（
11
・
5
）

▽
湯
沢

柏
原
久
寿（
11
・
6
）

▽
東
大
阪鳥

居
善
太
郎（
11
・
7
）

▽
米
原
𠮷
田
周
一
郎（
11
・
7
）

▽
牧
之
原
中
野
康
子（
11
・
8
）

▽
野
洲
岩
井
智
惠
子（
11
・
8
）

▽
鶴
岡
本
間
新
兵
衛（
11
・
11
）

▽
泉
南

南

良
徳（
11
・
11
）

▽
甲
賀

谷
永
兼
二（
11
・
11
）

▽
平
戸

山
内
清
二（
11
・
11
）

▽
由
利
本
荘三

浦
秀
雄（
11
・
12
）

▽
岡
崎

簗
瀬

太（
11
・
12
）

▽
新
城

鈴
木
達
雄（
11
・
12
）

▽
ひ
た
ち
な
か鈴木

一
成（
11
・
14
）

▽
葛
城

下
村
正
樹（
11
・
18
）

▽
い
ち
き
串
木
野

下
迫
田
良
信（
11
・
18
）

▽
由
布

佐
藤
人
已（
11
・
19
）

▽
海
老
名
福
地

茂（
11
・
20
）

▽
南
あ
わ
じ熊

田

司（
11
・
21
）

▽
酒
田

小
松
原
俊（
11
・
22
）

▽
弥
富

佐
藤
高
清（
11
・
25
）

▽
雲
仙

松
尾
文
昭（
11
・
25
）

▽
奄
美

与

勝
広（
11
・
25
）

▽
相
馬

菊
地
清
次（
11
・
27
）

▽
い
な
べ
水
谷
治
喜（
11
・
28
）

▽
益
田

中
島

守（
11
・
28
）

▽
高
萩

大
森
要
二（
11
・
29
）

▽
袖
ケ
浦前

田
美
智
江（
11
・
29
）

▽
西
脇

村
井
公
平（
11
・
29
）

▽
曽
於

土
屋
健
一（
11
・
29
）

▽
紋
別

飯
田
弘
明（
12
・
2
）

▽
高
岡

金
森
一
郎（
12
・
2
）

▽
小
美
玉
笹
目
雄
一（
12
・
2
）

▽
紀
の
川
村
垣
正
造（
12
・
2
）

▽
観
音
寺
大
賀
正
三（
12
・
2
）

▽
四
国
中
央石津

千
代
子（
12
・
2
）

▽
鳥
栖

森
山

林（
12
・
2
）

▽
南
さ
つ
ま有

村
義
次（
12
・
2
）

▽
伊
勢

世
古

明（
12
・
3
）

▽
桑
名

伊
藤
真
人（
12
・
3
）

▽
霧
島

阿
多
己
清（
12
・
3
）

▽
大
網
白
里

田
邊
正
弘（
12
・
4
）

▽
我
孫
子
西
垣
一
郎（
12
・
5
）

▼
副
議
長

▽
加
賀
今
津
和
喜
夫（
10
・
29
）

▽
佐
賀

嘉
村
弘
和（
10
・
29
）

▽
む
つ
佐
々
木
隆
徳（
10
・
30
）

▽
東
近
江
西
澤
由
男（
10
・
31
）

▽
村
山

石
澤
祐
一（
11
・
1
）

▽
草
加

中
野

修（
11
・
1
）

▽
志
摩

大
西
美
幸（
11
・
1
）

▽
朝
来

森
下
恒
夫（
11
・
1
）

▽
五
泉

剣
持
雄
吾（
11
・
5
）

▽
湖
南

堀
田
繁
樹（
11
・
5
）

▽
安
来

澤
田
秀
夫（
11
・
5
）

▽
南
国

今
西
忠
良（
11
・
5
）

▽
湯
沢

渡
部
正
明（
11
・
6
）

▽
南
魚
沼
鈴
木

一（
11
・
6
）

▽
東
大
阪
松
尾

武（
11
・
7
）

▽
米
原

今
中
力
松（
11
・
7
）

▽
牧
之
原
大
井
俊
彦（
11
・
8
）

▽
野
洲

野
並
享
子（
11
・
8
）

▽
鶴
岡

佐
藤
博
幸（
11
・
11
）

▽
小
金
井
板
倉
真
也（
11
・
11
）

▽
甲
賀

小
河
文
人（
11
・
11
）

▽
浜
田
佐
々
木
豊
治（
11
・
11
）

▽
平
戸

山
本
芳
久（
11
・
11
）

▽
由
利
本
荘髙

橋
和
子（
11
・
12
）

▽
岡
崎

加
藤

学（
11
・
12
）

▽
新
城

長
田
共
永（
11
・
12
）

▽
亀
山

新

秀
隆（
11
・
12
）

▽
泉
南
金
子
健
太
郎（
11
・
12
）

▽
豊
岡

松
井
正
志（
11
・
12
）

▽
能
美

嵐

昭
夫（
11
・
14
）

▽
ひ
た
ち
な
か三瓶

武（
11
・
14
）

▽
横
手

高
橋
聖
悟（
11
・
15
）

▽
岩
国

�
岡
勝
則（
11
・
15
）

▽
葛
城

増
田
順
弘（
11
・
18
）

▽
い
ち
き
串
木
野

濵
田

尚（
11
・
18
）

▽
由
布

甲
斐
裕
一（
11
・
19
）

▽
海
老
名
市
川
洋
一（
11
・
20
）

▽
南
あ
わ
じ小

島

一（
11
・
21
）

▽
酒
田

斎
藤

周（
11
・
22
）

▽
雲
仙

深
堀
善
彰（
11
・
25
）

▽
奄
美

奥

輝
人（
11
・
25
）

▽
射
水

瀧
田
孝
吉（
11
・
26
）

▽
塩
尻

西
條
富
雄（
11
・
26
）

▽
相
馬

杉
本
智
美（
11
・
27
）

▽
防
府

上
田
和
夫（
11
・
27
）

▽
玉
名
多
田
隈
啓
二（
11
・
27
）

▽
い
な
べ
小
川
幹
則（
11
・
28
）

▽
恵
那

千
藤
安
雄（
11
・
28
）

▽
舞
鶴

鯛

慶
一（
11
・
28
）

▽
高
萩

我
妻
康
伸（
11
・
29
）

▽
西
脇

高
瀬

洋（
11
・
29
）

▽
曽
於
伊
地
知
厚
仁（
11
・
29
）

▽
高
岡
中
川
加
津
代（
12
・
2
）

▽
滑
川

竹
原
正
人（
12
・
2
）

▽
小
美
玉
石
井

旭（
12
・
2
）

▽
紀
の
川
榎
本
喜
之（
12
・
2
）

▽
観
音
寺
友
枝
俊
陽（
12
・
2
）

▽
四
国
中
央山

川
和
孝（
12
・
2
）

▽
南
さ
つ
ま石

原
哲
郎（
12
・
2
）

▽
伊
勢

藤
原
清
史（
12
・
3
）

▽
桑
名

冨
田

薫（
12
・
3
）

▽
霧
島

植
山
利
博（
12
・
3
）

▽
黒
部

高
野
早
苗（
12
・
4
）

▽
大
網
白
里堀

本
孝
雄（
12
・
4
）

▽
我
孫
子
久
野
晋
作（
12
・
5
）

▽
匝
瑳

都
祭
広
一（
12
・
6
）

▽
枕
崎

豊
留
榮
子（
12
・
6
）

▼
事
務
局
長

▽
新
城

林

治
雄（
4
・
1
）

▽
岩
倉

丹
羽

至（
10
・
1
）

▽
新
宿

木
城
正
雄（
12
・
11
）

訃
報

に
し
む
ら
さ
だ
ゆ
き

西
邑
定
幸
氏（
長
浜
市
議

会
議
長
）
12
月
7
日
逝
去
、

71
歳
。
葬
儀
は
12
月
10
日
、

市
内
で
行
わ
れ
た
。
喪
主
は

女
婿
の
伸
吾
さ
ん
。

議議
会会
人人
事事
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